
鈴木遺跡出土の資料について
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099-41北 海道斜里郡斜里町本町 斜里町立知床博:物館

遺跡の立地

鈴木遺:跡は斜里市街から東へ13kmの 知床半島の

基部にある。

斜里か ら峰浜に至る海岸線には沖積世の(お そ

らく縄文海進によるものであろう)砂 丘が発達 し、

シュマ トカ リペ ッを境いに東側へ20m級 の段丘が

伸びている。

遺跡はこの段丘 よりも一段高い尾根上の段丘面

にあり、標高は約140mで ある(図1)。 前面には

シュマ トカ リペツの支流であるポンシュマ トカ リ
リ

ペ ッ が 流 れ 、 背 後 に ヌ カ マ ップ川 が あ る。 この

シ ュマ トカ リペ ッは必 ず し も大 きな川 で は な く、

遺跡付近ではむしろ細流 といって も良いくらいで

あるが、この下流方向には非常に多 くの遺跡が点

在 している。2)ま た、上流方向には断層変位地形

である平坦部が広が り、現在は畑地及び草地にな

っているが、その一部には湿地帯 もあったようで

ある。 したがって二つの川に挟まれた狭い尾根上

の遺 跡 の ように見 えるが、上下の平坦面の中間

に位置する遺跡で もある。

なお、遺跡周辺 には洪積世末の堆積 といわれる

朱円層(杉 本他1962)が 広 く分布する。この朱円

図1 鈴木遺跡(● 印)の 位置

(国土 地 理 院1/25000地 形 図 「峰浜 」 の 一一部 を縮 少)
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層は火山灰 ・軽石 ・砂 ・粘土から成るが、下位 に

は硬質頁岩の層があり、一部 ヌカマップ川流域で

露出面が認められる。 したがって、本遺跡出土の

石器素材の大半を占める硬質頁岩は、比較的容易

に求めることができたはずである。

写真1鈴 木遺跡全景

出土遺物

土 器

いずれ も小破片であるが、形状及び文様か ら2

群に分類 した。

1群 は胎土に繊維 を含む無文の土器である。採

集された土器のほとんどがこれであ り、縄文早期

に位置づけられるものである。

II群 は粘土紐の貼 りつけによる微隆起線文と口

縁に小突起 をもつ、いわゆる後北Cl式 土器である。

1群 と比較 して出土量は極めて少ない。

以下、各土器の特徴について説明する。

1群 土器(図2-1～8)1～5は 口縁部破片

である。赤褐色及び黄褐色 を呈 し、量的な差は若

干認められるが8を 除いていずれ も胎土に繊維を

含んでいる。厚 さは約8mm程 度である。細片であ

るため断定はで きないが、図示 した もの以外を含

めて観察 した結果、すべて平縁である。 口唇部は

やや丸昧 をおび、指でなで られているものは外側

にいくぶんふ くらんでいる。3の 口縁部には指 に

よる整形痕と思われる横方向の擦痕が認められる。

また、4に は縄らしい圧痕があるが、縄によるも

のか他の工具による条痕か判別で きるほど明瞭で

はない。6は 胴部破片である。器面は表裏とも整

形時の指 による凹凸が著 しい。断面には輪積痕が

明瞭に認め られ る。7は わずかに角を張 り出す平

底の底部破片である。8は1～5と 同 じように無

文の口縁部破片であるが、胎土には繊維 を含まず、

細石粒、特 に石英の混入が著 しい。この点で他の

1群 土器と違いがあるが、器面整形 などの特徴 も
一致するため同…の群 とした。

II群土器(図2-9～13)9は やや外反する口

縁部破片である。器壁は約10mmの 厚 さがあり、lI

唇部は丸昧 をおびて山形の小突起を有する。突起

の頂部には口唇に直交する細い刻みが1本 ある。

口縁上部には2本 の横走する断面三角形の微隆起

線があ り、縦の線を貼付 した後孤状線が3本 加え

られている。RLの 縄による回転縄文は微隆起線

文が付 される前の ものである。また、器面は白色

の薄い膜 に覆われてお り、胎上に多量の細石粒が

含まれているにもかかわ らず器面 に露出 していな

いのは、器面が半乾燥の状態のとき、微隆起線を

貼付す るために再び表面に水を加えてなでつけた

結果であろうと考えられる。10～12は 胴部破片で

ある。いずれ も同 じ文様構成であ り、器壁の厚さ

も5mm前 後であるため、同一個 体である可能性が

強い。整形、施文法 とも9に 類似する。13は 底部
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(→ 写 真2)

図2

破片である。内側の整形は粗 く、横方向になでら

れているが細石粒の露出が認められる。底部は平

底で、断面 に接合面が出ている。

石 器

石器および剥片の大多数は硬質頁石によるもの

であり、図10-1～12に 示 した縦長の剥片および

ナイフ ・スクレ イパーの類に黒曜石製の ものがみ

られ る程度である。このような中で石鍬だけは42

点中2点 だけが頁岩製で、他はすべて黒曜石製で

ある。

加工痕のない縦長剥片(図3-1～21)い ずれ

も頁岩製である。剥離方向は全て主剥面 と一致す

る。破損 しているもの も少な くない。打面 は例外

なく縦に調整打が加えられているため、最終剥離

の段階で剥 片に残 る打面は1mm以 下の もの も少な

くない。特 に小型の ものでは小さい。刃部の整形

は認められないが、出土量の多さか ら判断 して、

このまま使用 していたものと考えられる。

使用痕および加工痕のある縦長剥片(図4-1～

17、5-1～9)全 て頁岩製である。刃部に調

整を加 えないまま使用 し、そのことによって刃こ

ぼれの生 じたものと、これに再調整打 を加えたも
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図3

の とが あ る。 これ らは い ず れ も図3に 示 した 資 料

と同 じ く、 調 整 打 を 加 え な い ま ま使 用 し、 これ を

繰 り返 す う ち再 加 工 が 必 要 に な っ た もの と思 わ れ

る。 ま た 、 刃 部 に再 加工 を して い る もの は 、 当然

な が ら未 加工 の もの よ り も主 剥 離 面 に対 す る角 度

が 大 き くな るた め 、 機 能 も異 な っ た もの に 移 行 し

た と考 え られ る。 図4-14・17、 図5-1・4・

7が その 顕 著 な例 で あ るが 、 刃部 を平 行 して 移 動

す る機 能(ナ イ フ)か ら直 交 して移 動 す る機 能(ス

ク レ イパ ー)へ と変 っ て い る と考 え て よ さそ うで

(→写 真2)

ある。図5-9は 先端部に著 しい磨滅が認められ

る唯一の例である。彫器 とす るには意図的な刃部

加工を認めることはできないが、それに近い使用

がなされた ものであろう。

つまみのあるナイフ(図6-1～14)6-12、

14は黒曜石製であるが、他はすべて頁岩製である。

いずれ も縦長の剥片を用い、上端に左右の挟入が

ある。扶入部は背腹両面か らの調整 もあるが、多

くは主剥離面か らのものである。 また、14だ けは

背面全体に整形打が加えられているが、他はいず
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図4

れ も背面 に稜 を残 して い る。1～14の う ち刃 部 に

使 用 痕 の み が あ る もの6点 、調 整 打 を 加 え て い る

もの7点 が あ り、 未 加 工 の もの が 約 半 数 を 占 め て

い るの は 、 こ の タ イプ の もの が 当初 か ら刃 部 に調

整 打 を施 して い る もの で は な か っ た と考 え て よい

だ ろ う。 ま た、14は 明 瞭 で は な いが 、昌他 は い ず れ

も刃 部 に磨 滅 の あ とが 認 め られ る。

石 錐(図6-15～31)い ず れ も頁 岩 製 で あ る。

15～17の 上 端 に は挟 入 部 が あ る。 また 、15、16に

0一 10CM

(→写真3)

は平行する両側縁 に整形打が加えられている。22

は上下両端に刃部がつ くられる数少ない例である。

図示 しなかった ものを含めて も3～4個 程度であ

る。全体的にみると必ずしも定形化 されていると

はいえず、刃部の加工 も主剥離面から背面にだけ

施 されるもの、両面か らなされるものの二通 りあ

るが、いずれも刃部は明瞭 につ くり出されている。

石核(図7-1～6)採 集された石核の総点数

は44点 あり、その うち37点 が頁岩製である。残 り
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9 (→写 真3)

図5
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図6
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はメノウ ・ジャスパーであるが、メノウ製の石器

は石錐の4点 しかなく、他はいずれ もフレイクで

あるため、当初か ら石器製作を意図 して使用 して

いたか どうかは疑 わしい。このような傾向は他の

時期の遺跡で も散見されるため、あるいは練習用

として用いられていたものか もしれない。

図 示 した 資 料 の1・5・6は 全 周 か ら剥 離 され

て い る が 、 全 体 数 か らみ る とむ しろ2～4の よ う

に 自然 面 を残 す もの が 多 い。 また 、 剥 離 の 方 向 は

ほ ぼ 一 定 して お り、.2の よ うに上 下 に打 面 を もつ

もの や 、6の よ う に横 か ら整 形 打 の 加 え られ るの

は 少 数 で あ る。

010CM
一

図7

す り石類(図8-1～6)こ こには砥石 ・す り

石 ・高支石 を含んでいる。1は 扁平な砂岩製のす り

石である。図示 した面はなめ らかに磨かれてお り、

裏面の凸部 と下縁にもあるため、石鋸 としての機

能を有 していた と考えられる。2は かすかにベニ

ガラの付着する砂岩製のす り石である。一見砥石

のようであるが、尾河台地遺跡の調査結果では、

ベニガラ生産に関係する石器の一つであることが

推定されている(金 盛他1983)。3は 長円形の流紋

岩による砥石である。砥 ぎ面は滑 らかであるが、

左上方に無数の条痕がある。採集点数は1点 だけ

である。4・6は 安山岩の礫であるが、表面全体

は丁寧に磨かれてお り、断面は扁平である。5は

(→写真4)

上下端および背腹両面 に敲打痕がある。 しか も熱

を受けたらしくひび割れが認められる。

石鎌(図9-1～29)石 錺iは破片 も含めて42点

採集されているが、頁岩製の2点 を除いて他はす

べて黒曜石製である。

図示 した石釜族は定形 もしくはそれに近 いもので

あるが、形態上、無茎鍛と有茎嫉の2群 に分類す

ることができる。 しか し、それぞれの群のなかに

あって もさらにい くつかの類型に細分 され、また、

その違いは時間差 をも意味するようである。

1～10は 縄文早期 に特徴的な長身の鍛である。

1の 基部両側縁はすぼまってお り、基部に至って

やや広がる。基底 もやや内側に湾曲する。裏面に
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図8

3

は横方向か らの比較的大 きな剥離面が残 されてい

るが、この面は整形打 によるものではな く、本体

を石核から剥離 した時の面であろうと考えられる。

っまり、この資料に関 していえば、縦剥 ぎによる

剥片を利用 したものではなく、別な方法によって

得 られた剥 片から成るものといって よいか もしれ

ない。

OL
4_一 」_一 ⊥ 一_一 」_」_一 」

10CM

(→写真4>

2～6は 一部を欠損するものもあるが、両側縁

の平行部分を多 くとるグループである。全体的に

丁寧な整形打が加えられ、特に3に は樋状剥離が

み られるが、5は 中心線上に原剥離面を残 してい

る。この場合 も鎌身に対 して横方向から打撃があ

ったことを示 してお り、1と 同様の例である。8
～10は 胴部にややふ くらみを見せるグループであ
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る が 、8・9と 比較 して10は 幅 広 くつ く られ て い

る。7・11～18は 三 角 金族で あ る。 こ の う ち7・11

～13は 縄 文 早 期 の もの と考 え られ る の に 対 し
、14

～18の な か に は続 縄 文 期 の もの が 含 まれ て い る可

能 性 もあ る。 しか し、 製 作 技 法 上 類 別 す る こ とは

困 難 で あ る。19～28は 有:茎鍬 で あ る。19～25は 鎌

身 部 と茎 が 明 瞭 につ く り出 さ れ て い る が 、26～28

は 菱 形 を呈 し、 そ れ ぞ れ の グル ー プ の 中 で も形 態

は一一様 ではない。29は 頁岩製の例であるが、茎部

を欠いているため有茎 ・無茎のいずれに属す るか

不明である。なお、19は 片面に原剥離面 を大 きく

残 しているため未成品 と考えられる。 また、22の

先端部 には著 しい磨滅があ り、肩部をつ くるよう

に再調整打が加えられている。形態上 は鍬である

が別な用途 に用いられたものと考えられる。

OL
__一__L__一 ⊥」・CM

図9

石 刃(図10-1)上 下 を 欠 い て い るが 大 型 の石

刃 で あ る。 左 右 両 側 縁 に は使 用 に よ る と思 わ れ る

こ まか な 刃 っ ぶ れ が 認 め られ る。 製 作 技 法 上 、 明

らか に 先 土 器 時 代 に属 す る もの と判 断 され るが 、

他 の 頁岩 製 の 石 器 との 共 伴 関 係 も否 定 しが た い。

掻 器(図10-2～4、9～12)こ の うち2・3・

(→ 写 真5)

9は 石刃 と同時期の ものと考えられ る。2は 石刃

の両側縁 に調整打 を加えて刃部をつ くり出 してお

り、バルブ付近の主剥離面に一部整形打がみ られ

る。3は 右側縁に一部自然面 を残す縦剥 ぎによる

石器である。刃部は左側につ くられ、 自然面の残

された側には整形打が加えられている程度である。
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4も 同 じく片側縁にのみ刃部がつ くられているが、

主剥離面 と背面 との剥離方向が異なっているため、

石核を調整 した際の剥片を利用 した ものか もしれ

ない。9は 両面加工のエン ドスクレイパーである。

刃部は再調整打が加えられ、主剥離面 との角度は

直角に近い。10・11は 全周に調整打が加えられ、

10の下縁 には主剥離面 にも調整打がみ られる。11

は10よ りもやや細長 く、左下 と右上方に使用頻度

が集中 している。12は 大形で打面、バルブとも残

されている。刃部 を一部欠いている。

ナイフ(図10-5～8)い ずれ も両面加工であ

る。5は 先端を欠いているが槍型をしていた もの

と思われる。石槍の可能性 も否定で きないが、右

上部側縁に挟入部があ り、おそらくナイフとして

片側の使用頻度の高さか らくる再調整によるもの

と判断 してこのグループに入れた。6も 上半部を

欠損 しており、全体の形は不明であるが、刃部稜

線 に磨滅が見られるためナイフとした。7・8は

大 きさの割には厚手につ くられている。刃部は刃

つぶれ してお り、全面に被膜で覆われたような光

沢 を見せている。

石斧(図11-1～3)未 成品を含めて4点 採集

されているが、いずれ も緑色片岩製である。1は

磨切技法による小形石斧の刃部破片である。刃部

には直交する条痕が多数見られ、特 に刃部の角度

の小いさい面 に多 く残 されている。2の 使用度は

あまり高 くなかったらしく、器体には整形のため

の擦痕が残 されているが、上部 と刃部に若干の磨

耗が認められる。 また、1と 同 じく刃部断面の角

度の小 さい面に刃 と直交する条痕がある。3は 上

端に敲打痕があるが、使用の結果ではなく、整形

面が残った もの と考えられる。上端 を除 く器体の

全面は丁寧に研磨 されてお り、残 された擦痕によ

って研磨方向を知 ることができる。刃部には1・

2と 同 じく小角度の面 に使用による磨耗 と条痕が

見 られる。

以上の石器のほかに写真6～11に 示 した石器が

あるが、やはり採集資料全体の中の一部で しかな

い。これらの資料は特 に説明を加えないが、写真

6～8は 頁岩製の縦長剥片および石器である。写

真9は 同 じく頁岩製によるものであるが、縦長の

剥片石器、不定形石器、つ まみつきナイフ、石錐

などを示 した。写真10は 石核 とす り石類である。

写真11は 頁岩製石鍛 と石斧未成品(?)の 各一点を

図11 (→写 真5)

除いて全て黒曜石製の石器および破片である。

考 察

先に述べたように本遺跡からは縄文早期 と続縄

文期の土器が出土 している。前者を1群 、後者を

II群 としたが、1群 は無文の平底土器であ り、器

面の整形痕、胎土に含 まれる繊維等から、十勝地

方のいわゆる暁式に類す るもの と考えた。また、

実見 していないが釧路地方でいうテンネル式に相

当するものであろうとのことである。3)斜 里町内

では貝殻文土器は4遺 跡ほど確認されているが、

この種の ものは他に例がない。網走管内で も出土

例は無いようである。 したがって、今後の発見例

を待つべ きであるが、現時点で判断す るか ぎり、

釧路 ・十勝地方にその系譜 を求めるべ きであると

思 う。

II群 とした土器は後北Clに 相当す る土器である。

出土点数は非常に少な く、1～2個 体程度の もの

と思われ るが、これは採集の粗密からくるもので

はな く、当初か ら少なかった もの と判断される。

斜里町における続縄文期の遺跡では宇津内II群

の時期に多数の竪穴住居が営まれ、遺物量 も豊富

であるが、後半になると竪穴はおろか遺物そのも

のが極端に減少す る傾向にある。このことは全道

的な視野に立 って判断 しなければならないことで

あるが、おそらく居住する人口自体が移動 もしくは

自然減少 していった結果であろうと考えられる。
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石器素材の中で頁岩が圧倒的に多いことはすで

に述べたが、採集された全ての資料の石質による

量的比較を示 したのが表1で ある。

これによると、 総重量の66.5%、 点数で80.32

%を 頁岩が占めている。重量比でこれに次 ぐのは

安山岩であるが、点数では0.86%と 黒曜石、メノ

ウよりも下 まわる。黒曜石は重量比で第4位 にあ

るものの、点数比で頁岩に次 ぐ多さを示 している。

この違いは礫器を主体 とするものと剥片石器 を主

体 とす るもの との1点 あた りの平均重量の差によ

るものである。

また、頁岩 と黒曜石だけをとりあげて比較 した

場合、点数比では表1の 数字 とほとん ど差は見 ら

れないが、重量比では頁岩が93.06%で あるのに

対 し、黒曜石はわずか6.94%に しかならない。こ

れによって も両者の問に格段の差があることがわ

かる。このような比率 を示す遺跡の例は、現在の

ところ道東部には存在 しない。4)そ れでは、この

ような差は一体何に起因するのであろうか。

頁岩 と黒曜石 との産地に至 る距離差は当然考え

なければならないとして も、それ以上の理由があ

ると思えてな らない。おそらく、無文平底の土器

を持つ集団は、斜里町に渡来 した時点で黒曜石原

産地からのあ らたな直接的、間接的入手ルー トを

知らなかったのではないだろうか。

つまり、鈴木遺跡で使用された黒曜石製石器は、

すでに形 として成っていた もの、あるいはその破

片の再利用によるものであって、石核 として残さ

れるべ き原石は当初から、あるいはこの遺跡の存

続期間中は得 られなかった結果であると考えるの

である。

頁岩製石器を見るかぎり、彼等は明らかに縦長

の剥片をとる技術を有 していたことがわか る。 し

か し、図9-1・5に 示 した石鍬は横長の剥片を

利用 しているのである。また、図10-1・2・3・9

は年代的にみて も、製作過程か ら得 られるはずの

剥片の質量から判断 して も、 とうてい鈴木遺跡で

製作 していたとは考えられないのである。 もちろ

ん石器 として使用 されたのであろうが、これらの

破損品から石鐡等の小型石器をつ くるために、原

材料 としていずれかの地域からもた らされ、 しか

も、継続的な補給は絶 えていたと考えられるので

ある。

次に石器の形態から他地域の石器群 と比較 して

みると、最 も近いのは帯広市八千代C遺 跡(明 石

他1977)、同暁遺跡(佐 藤他1985)の 資料である。

特 に八千代C遺 跡第1号 竪穴住居跡床面出土の石

器中、石鍛および縦長の剥片石器は著 しい類似性

を示 している。材質が全て黒曜石であることと、

つまみつ きのナイフ、 ドリル、す り石類等欠落 し

ている器種 もあるが、伴出す る土器の類似性 もあ

わせると、両遺跡は時間的に極めて近 い関係 にあ

るといえそうである。

また、暁遺跡第4地 点出土の縄文Ia期(い わ

ゆる暁式)と される石器群の中でもやはり石鍛と

縦長の剥片石器が強い類似性を示 している。 さら

に、同地点では先土器時代の ものも多 く含 まれて

いるが、報告者の一人である北沢は 「縄文Ia期

表1石 質別石器対比表

点 9 点% 9% 9/点

頁 岩 2,796 19,110.2 80.32 66.50 6.83

黒 曜 石 550 1,425.0 15.80 4.96 2.59

メ ノ ウ 87 2,050.0 2.50 7.13 23.56

砂 岩 12 670.0 0.34 2.33 55.83

安 山 岩 30 4,350.O 0.86 15.14 145.00

流 紋 岩 2 1,050.0 0.06 3.65 525.00

緑 色 片 岩 4 81.6 0.15 0.28 20.40

計 3,481 28,736.8

表2年 代別土器対比表

点 9 点% 9% 9/点

縄 文 早 期 553 2,630 97.98 89.00 4.93

続 縄 文 11 325 2.02 10.99 29.55

計 544 2,955
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になって出現 した器種 として石鍛 石錐、石斧な

どがあり、石刃 もしくは石刃状剥片などを素材 と

した器種は前時期から引き継がれた」可能性があ

ると述べている。鈴木遺跡における石刃の位置 も

あるいは同様の意味 を持つ ものかもしれない。

このほか、長身鍛の形態だけに限定 して比較す

ると紋別市柳沢遺跡(松 下他1975)の ほか、同オ

ンネナイ遺跡(佐 藤和利他1977)、羅臼町中台遺跡

(沢四郎他1971)、 標茶町飯島遺跡(宇 田川洋他19

76)、 同金子遺跡(宇 田川洋他1976)等 で も見るこ

とがで きる。これ らの遺跡はいずれ も縄文早期 に

位置す るようであるが、伴出す る土器は必ず しも
一様ではない。また、頁岩製の縦長剥片による石

器は縄文中期 にまで存続 し、後期に至ってようや

く姿を消すのであるが、この傾向は北海道におい

てのみ見られる現象であ り、石刃技法 との関連で

非常に興味深 いものがある。今後、さらに検討す

る必要があると思われる。

いずれに して も、鈴木遺跡の石器群 は縄文早期

の無文平底土器に伴 うものであろうし、先土器時

代の石器製作技法の一部 を引 きつぎ、さらに石斧、

石錐、つ まみつ きナイフ等を新たに付加 したグル
ープであるといえそうである。

おわりに

今回、鈴木遺跡の資料 を紹介するにあたっては

土器 ・石器 を中心にとりあげたが、他の同時代の

遺跡 との関連 については十分分析するまでに至ら

なかった。 また、シュマ トカリペ ッ、ポ ンシュマ

トカリペ ッ両河川域に集中する遺跡群 との対比 も

触れていない。今後、遂時紹介す る中でこれらの

問題をとりあげていきたいと考えている。

なお、末筆なが ら永年にわたって採集を続け、

多量の資料提供 と発表のお許 しをいただいた鈴木

勲氏には心か ら感謝を申 しあげるとともに、本稿

をまとめにるあたって、大井晴男、大沼忠春、沢

四郎、豊原煕司、畑 宏明の各氏から多くの御教

示 をいただいた。厚く御礼を申しあげる次第である。

註

1)国 土地 理 院2万5000分 の1地 形 図 で は 「マ ク シベ ッ」

とな って い るが 、 明治30年 の陸 地 測量 部 に よ る50000

分 の1地 形 図 に は 「ポ ン シュマ トカ ラペ ッ」 とあ り、

地 元 の 人 もそ う呼 ん で い る。 また、 マ ク シペ ッは西 方

に あ るウ ナペ ッの 一部 も し くは支 流 と思 われ るが、 現

在 の と ころ 明 らか に は され て い ない 。

2)図 示 して い ない が、 シ ュマ トカ リペ ッ との 合 流 点か

ら 鈴 木遺 跡 に至 る約2.5kmの 間 に、 縄 文早 期 か ら晩 期

まで18ヶ 所 の遺 跡 が あ り、 斜 墨町 内 で も最 も分 布密 度

の 高 い地 域 の 一 つ で あ る。

3)大 沼忠 春 氏 の 御 教示 に よ る。

4)常 呂 町岐 阜 第二遺 跡K17ポ イン ト周 辺 か ら 頁岩 のみ

に よ る石器 が 集 中 して 出 一Lして い るが 、報 告 者 に よれ

ば先 土 器時 代 に属 す る もの で あ る とい う。 した が っ て

当遺 跡 の石 器 群 とは時 間 的 に差 を もつ もの と考 え られ

る。 藤 本 強 、 宇 田川 洋 、1977:岐 阜 第二 遺 跡 、38-

50P、 常 呂町 。

5)暁 遺跡 出 土の 石 器群 に注 目 した 畑 氏 もまた 、 い くつ

か の 遺跡 との 比較 検 討 の 中 か ら、 細石 刃石 器 群 と 「年

代 的 に もそれ ほ どか け はな れ た もの で は な い」 とい う

考 え を示 して い る。畑 宏 明1984:暁 式 土 器 に 共伴

す る石 器群 に つ い て、河 野広 道 博 士 没後20周 年 記念 論

文集 、347-357。
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